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本論文は林木稚苗の立枯病について, 病害発生に関与する稚苗と病原菌およびその他の土壌菌類との問
の生態学的な関係を明らかにしようとしたものであって, 6 葦22節からなりたっている｡
第 1章では, 立枯病の発生にとくに影響する育苗条件として, 種子のまきつけ量, 無機, 有機肥料施用
の影響をとりあげ, 畑地試験を行ない, その結果, まきつけ量, 施肥量などの増加や肥料の種類によっ
て, 罷病率は高くなるが, 同時に土壌中の徴生物相の状態も異常になって, 病原性のある R hizoctonia や
Fusarium はもちろん, G liocladium や Penicillium のある種のものなども著しく増加する｡ 著者は, こ
のような土壌中の徽生物相の変化が病害発生を助長するものと認めている｡
前章において著者は曜病苗が健全苗に比して, かなり著しく伸長するのを認めたので, 第 2章では, 立
枯病の発生にともなって異常増殖した数種の菌を接種して, 稚苗の伸長促進効果を試験し, その結果, ほ
とんど病原性がないと認められる G liocladium , Fusarium , H orm odendrum , A spergillus などの諸菌が著
しい稚苗の伸長促進作用を示すことが明らにされた｡ そして, このような稚苗の伸長促進が, 病原菌に対
する稚苗の抵抗性を弱めるものと推定している｡
第 3章では, 前章において認められた稚苗伸長促進作用がジベレリンと同様, これら菌類の代謝生産物
によるものと認められたので, それを確かめるため, これら諸菌の培養ろ液を用い, 種々の方法で伸長促
進の効果を試験し, その結果,いずれの場合にも明らかな稚苗伸長効果が認められ,とくに G liocladium の




を調べ, その結果, G liocladium , Fusarium , A spergillus の培養ろ液で処理すると, R hizoctonia に対する
抵抗性がかなり低下し, 曜病率が高くなることを明らかに◆した｡
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以上の結果から, 立枯病の発生には, 単に病原菌の増加ばかりでなく, 育苗条件などの影響による土壌
中の微生物相の平衡の破壊が大きく作用して, 被害が助長され, かつ異常に増加した病原性のほとんど認
められない菌の中には,その代謝生産物によって稚苗の伸長促進をきたし,抵抗性を弱める場合があること
が明らかになったので, 第 5章では土壌中の徽生物相を変える目的で, G liocladium , A spergillus および
以前から立枯病菌と括抗作用をもつといわれている T richoderm a を稲ワラに純粋培養して, それを表土
中に施用して立枯病の発生状態を観察し, その結果, いずれの場合にも, 菌を施用した個所の微生物柏は
著 しく変化し, 前 2着の施用では立枯病の発生がはなはだしく, T richoderm a を投与した場合にはその発
生がおさえられることが明らかとなった｡
第 6 章では, 総括的な討論を行ない, 著者は立枯病の防除には病原菌の駆除のみではなく, 土壌中に共
存する他の多くの菌類と稚苗ならびに病原菌との相互作用を土壌徴生物学的に明らかにすることの必要性
を強調し, 育苗条件, 微生物相の変化などが, 林木稚苗の立枯病防除に有効であることを論じている｡




育苗条件に影響されて発生する立枯病と土壌中の徽生物相の変化との関係を分析し, 稚苗, 病原菌, 土壌
菌類の 3着の相互関係を追求 して, いくつかの新知見を得ている｡
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